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Modbus TCP通信 

使用するクライアントとサーバーの関数  

 “MB_CLIENT“ クライアントのコネクション確立／終了 

        データ領域とモドバスファンクションコートの指定 

 “MB_SERVER“ サーバーのコネクション確立／終了・データ領域の指定 
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Agenda 

・Modbus Clientの設定 

・Modbus Serverの設定 
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Modbus Clientの設定 
 ブロックの選択 

手順 : 

 命令タグ内の 

 Communication > Others > MODBUS TCP 

 にあるMB_CLIENTをドラッグ＆ドロップで 

 プログラム内へ入れます。 
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Modbus Clientの設定 

 インプットパラメータの設定 

 
REQ(接続確立)とDISCON(接続切断)のパラメーターを割りつけます 

MB_MODE ・ MB_DATA_ADDR ・ MB_DATA_LEN 

この3つのパラメーターでModbusファンクションコードを指定します。 

詳細はヘルプを参照下さい。 

例)                         - 

 

 

 

 

MB_DATA_PTRには 読み/書きするDBデータを指定します。 

アクセスするサーバー側のデータ構造に合ったDBを作成して割りつけます。 

※DBはOptimized block access(最適化アクセス)を無効にして下さい。 

詳細は次のページを参照下さい。 
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 DBの最適化を無効にする 

 作成したDBを右クリックでプロパティを選択。 

 [Attributes]の[Optimized block access]のチェックをはずしてください。 

 チェックをはずした後コンパイルをかけるとDB内にオフセット値が追加されます。 

  [Optimized block access](最適化アクセス)については次のページを参照ください。 

Modbus Clientの設定 

 DBの最適化を無効 

最適化 無効後 
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Modbus Clientの設定 

 DBの最適化を無効 –最適化について- 
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最適化をはずす 

DBのproperties>このチェックで最適化 

タグ(シンボル)で管理 

個々のタグに関して 

保持が可能 

アドレスで管理 

保持は 

全て保持or全て非保持 

オフセット 

されない 

メモリの大き

なものから入

る 

アクセスの効率化のために 

最適化されたデータ管理 
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Modbus Clientの設定 

 インプットパラメータの設定 

 
CONNECTはCONNECT用のDBを作成する必要があります。 

・新規でDBを作成 

 

・任意のNameを割り付け 

 

・Data Typeへ 

 ”TCON_IP_v4”を入力 

 

・ TCON_IP_v4内のパラメータの 

  設定に関してはヘルプを参照下さい。 

 

・ TCON_IP_v4を設定後、   

  CONNECTへ割り付け 
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Agenda 

・Modbus Clientの設定 

・Modbus Serverの設定 
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Modbus Serverの設定 
 ブロックの選択 

手順 : 

 命令タグ内の 

 Communication > Others > MODBUS TCP 

 にあるMB_Serverをドラッグ＆ドロップで 

 プログラム内へ入れます。 
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Modbus Serverの設定 

 インプットパラメータの設定 

 

REQ(接続確立)はなく、ENが通っていればサーバーとして口を開けて 

待機している状態となります。 

DISCON(接続切断)のパラメーターを割りつけます 

MB_DATA_PTRには 読み/書きするDBデータを指定します。 

アクセスするサーバー側のデータ構造に合ったDBを作成して割りつけます。 

※DBはOptimized block access(最適化アクセス)を無効にして下さい。 
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Modbus Serverの設定 

 インプットパラメータの設定 

 
CONNECTはCONNECT用のDBを作成する必要があります。 

・新規でDBを作成 

 

・任意のNameを割り付け 

 

・Data Typeへ 

 ”TCON_IP_v4”を入力 

 

・ TCON_IP_v4内のパラメータの 

  設定に関してはヘルプを参照下さい。 

 

・ TCON_IP_v4を設定後、   

  CONNECTへ割り付け 


